
プラスチックストロー
へのこだわり

シバセ工業は、何故 プラスチック ストローか？
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麦わらから始まった
岡山のストロー産業

薄肉パイプとしての
ストローの使い道

シバセ工業製LINEスタンプ 「むぎちゃん＆かんくん」 シバセストローブランド「わらお」



シバセ工業の事業内容

①飲料用ストロー

口径、長さ、色、包装など
標準品２００種類以上を製造。

②工業用ストロー

ストローを薄肉パイプとして
「工業」「医療」などで使用

③小型モーター試験機

ＰＣ用のファンや小型モーターの組立製造
ラインで、完成品を試験する自動試験機
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ストロー業界の逆風

①ストロー業界の衰退

喫茶店の減少 → チェーン店の増加 → 大量発注 → 輸入品の増加

→ 価格の低下 → 国内ストロー産業の衰退 ＝ 「衰退産業」

輸入品が9割 国産は１割まで減少

②2018年 プラスチックごみ問題

亀の鼻にストローの映像 → プラスチックごみ問題 と ストロー悪者論

ストローやレジ袋など使い捨てプラスチックに対する風当たりが悪化

③2022年 プラスチック資源循環促進法

プラスチックストロー等の特定１２品目の削減目標

それでも、シバセ工業は、「プラスチックストロー」を推奨
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③プラスチック資源循環促進法 環境省
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【意見】
●海洋プラスチックごみ問題の「なぜなぜ」

海洋プラスチックごみ→（なぜ）→ごみを捨てる→（なぜ）→ごみ処理インフラが無い
→（なぜ）→お金をかけていない→（なぜ）→貧しいかorお金を出したくないか

●気候変動問題は、石油や石炭を燃やすことでのCO2増加が問題だが、プラスチックは
石油の５％しか使われていない。EVが増えれば石油の使用は減る。

●外国の廃棄物輸入規制は、輸出商品（廃棄物）の品質不良による信頼失墜の自業自得
不良品（汚れた廃棄物）を売ってはいけない。自国で処理すべき
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法律を守りながら、シバセ工業の対策は

① 規制は、５トン以上の量 ストロー１本１gとすると、５００万本

規制対象は、大型チェーン店などであり、小さな飲食店なら対象外

② 日本には飲食店が ７０万店くらいある。大型チェーン店のシェアが

３０％としても、５０万店くらいは 小さな飲食店がある。

③ ５０万店の飲食店にプラスチックストローを使った新しいメニュー

の開発を考えてもらう。飲食店の経営課題はメニューの考案。

④ 「食文化創造実例集」の配布により、お店が新メニューで繁盛すれば

ストロー需要発生。
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②プラスチックごみ問題への対応
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プラスチックストローと紙ストローの比較

紙ストロープラスチックストロー項目

△ すぐに柔らかくなる〇 長時間使える使用感

× 飲み物の味が変わる〇 飲み物の味は変わらない味

× 飲食中でも分解して溶け出す〇 分解しない分解

× 湿気で劣化して 使えなくなる〇 長期保管可能保管

△ 1.5倍の資源と運搬エネルギー〇 軽く 省資源重量

△ CO2吸収する木の伐採△ 化石燃料の石油資源

△ 濡れて焼却しにくい〇 焼却時に燃料にもなる処分

× 高い〇 安い価格

× リサイクル困難〇 再生、ケミカル、サーマルリサイクル

【結論】 紙ストローは環境対策にならない。消費者の利益にもならない。
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プラスチックストローと生分解性プラスチックストロー

生分解性プラスチックストロープラスチックストロー項目

〇 長時間使える〇 長時間使える使用感

〇 飲み物の味は変わらない〇 飲み物の味は変わらない味

〇 飲食中には分解しない〇 分解しない分解

× 保管中でも分解劣化して使えなくなる〇 長期保管可能保管

〇 軽く 省資源〇 軽く 省資源重量

× 分解素材＋残りは分解しない化石燃料△ 化石燃料の石油資源

△ 焼却可能 分解しても海に捨ててはダメ〇 焼却時に燃料にもなる処分

× かなり高い〇 安い価格

× リサイクルできない〇 再生、ケミカル、サーマルリサイクル

【結論】 最終処分が焼却なら、分解する素材を使う意味がない



プラスチックストローを推奨

【理由】

① 食事の味に影響するような食事道具は提供できない

② 人類には、安価に大量供給できるプラスチックが必要

③ ごみ問題は、ごみ処理施設が足りない事

④ プラスチックは石油の５％、人類の為にはまだ増やせる

⑤ リサイクルするためには、素材の種類は少なく、共通化

⑥ 使用後は、汚れていても燃料として使える

⑦ プラスチックの処分は、熱破壊しかない。（捨てるな、埋めるな）
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プラスチックの方が、地球環境と人類の生活に良い

地球環境を守りながら、人類がよりよい生活を続けるためには、

安く大量生産可能なプラスチックの方が良いと考えています。

増え続ける人類を幸せにするには、大量の消費材が必要です。

大量消費すると、大量の廃棄物がでます。

地球には、大量の廃棄物を処理する

施設が必要ですが足りません。

日本は世界一焼却場が多くあります。

焼却場を作り、廃棄物を正しく熱破壊

で処理すれば、衛生的で最終処分場

も小さくて済みます。 11



医療や工業では分解しないプラスチックしか使えない

自社の得意なストローの技術を他の使い道で活かす
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付加価値の追加


